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終
戦
記
念
日
の
八
月
十
五
日
、

戦
没
学
徒
記
念
若
人
の
広
場
（
阿

万
、
大
見
山
）
で
、
戦
没
学
徒
追

悼
献
花
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
中
田
勝
久
市
長
や

原
田
一
二
三
淡
路
県
民
局
長
、
北

村
利
夫
市
議
会
議
長
な

ど
の
行
政
関
係
者
や
市

議
会
議
員
十
六
人
が
出

席
。
慰
霊
塔
の
前
で
、

正
午
か
ら
一
分
間
の
黙

と
う
の
後
、
参
列
者
一

人
ひ
と
り
が
純
白
の
菊

を
供
え
、
先
の
大
戦
で

散
華
さ
れ
た
戦
没
学
徒

の
皆
さ
ん
を
、
追
悼
し
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
で
中
田
市
長
は
「
尊
い

犠
牲
を
忘
れ
ず
平
和
を
継
続
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
」
と
恒
久
平

和
へ
の
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
二
年
か
ら
同
五
十
七

年
に
建
て
ら
れ
た
慰
霊
塔
、
展
示

館
、研
修
施
設
を
持
つ
同
広
場
は
、

阪
神
淡
路
大
震
災
後
閉
鎖
さ
れ
て

お
り
、
市
で
は
景
観
を
活
か
し
た

公
園
化
を
め
ざ
し
、
関
係
者
へ
働

き
か
け
を
続
け
て
い
ま
す
。

▲メモリアルタワー前での献花式

戦
没
学
徒
を
追
悼

　

七
月
二
十
八
日
、
第
五
十
四
回

兵
庫
県
人
権
教
育
研
究
大
会
淡
路

地
区
大
会
が
、
三
原
公
民
館
な
ど

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
淡
路
島
内
各
地
か
ら

約
七
百
人
が
参
加
。
元
衆
議
院
議

長
の
土
井
た
か
子
さ
ん
の
記
念
講

演
に
続
き
、
午
後
は
十
三
の
分
科

会
に
別
れ
、
様
々
な
立
場
で
活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
人
権
教
育
は
、
部
落

差
別
を
は
じ
め
、
障
害
者
、
女

性
、
高
齢
者
、
在
日
外
国
人
へ
の

差
別
な
ど
に
目
を
向
け
て
き
ま
し

た
が
、
近
年
い
じ
め
や
虐
待
、
ま

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話

な
ど
で
人
権
を
侵
害
す
る
新
た
な

ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

だ
れ
も
が
平
等
に
暮
ら
せ
る
社

会
づ
く
り
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
差

別
の
解
消
に
む
け
て
こ
の
大
会
で

は
、
研
究
と
実
践
を
深
く
学
ぶ
こ

と
を
目
的
に
、
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

▲活発な意見が交わされた分科会

県
人
権
教
育
研
究
大
会
淡
路
地
区
大
会

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
へ

若
人
の
広
場
で
献
花
式

　

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
の
料

金
低
減
化
を
実
現
し
、
淡
路
の
活

性
化
に
結
び
つ
け
よ
う
と
、「
第

一
回
淡
路
島
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

八
月
十
一
日
、
し
づ
か
ホ
ー
ル

（
淡
路
市
志
筑
）
で
開
催
さ
れ
、

約
八
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
島

内
の
連
合
自
治
会
や
各
種
団
体

な
ど
で
構
成
す
る
「
神
戸
淡
路
鳴

門
自
動
車
道
利
用
促
進
淡
路
島
民

会
議
」（
会
長
：
中
田
勝
久
市
長
）

の
主
催
。

　

第
一
部
で
は
、
兵
庫
県
立
大
学

経
済
学
部
の
加
藤
恵よ

し
ま
さ正

教
授
が

「
世
界
の
架
橋
と
地
域
の
発
展
」

と
題
し
て
基
調
講
演
し
、
世
界
の

長
大
橋
の
多
彩
な
通
行
料
金
割
引

制
度
を
紹
介
。
ま
た
島
内
導
入
の

具
体
案
と
し
て
、
島
内
に
登
録
さ

れ
た
車
両
の
無
料
ま
た
は
低
料
金

制
な
ど
を
示
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
柳
実
郎
洲
本
市
長

や
木
田
薫
南
あ
わ
じ
市
社
会
教
育

委
員
長
ら
五
人
が
「
本
四
道
路
の

利
用
促
進
」
と
し
て
意
見
交
換
。

料
金
低
減
下
と
合
わ
せ
て
淡
路
の

魅
力
発
信
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を

▲パネルディスカッションで意見を交わすパネラーの皆さん

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
の
料
金
低
減
化
に
向
け

セ
ラ
イ
ナ
市
使
節
団
来
訪

外
国
の
学
生
ら
が
日
本
文
化
に
触
れ
る

交
換
し
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
と
姉
妹
都
市
提
携

を
結
ん
で
い
る
ア
メ
リ
カ
・
オ
ハ

イ
オ
州
の
セ
ラ
イ
ナ
市
か
ら
、
学

生
や
付
き
添
い
計
十
三
人
の
使
節

団
が
訪
れ
、
七
月
二
十
一
日
か
ら

五
日
間
滞
在
。
市
内
の
暮
ら
し
を

経
験
し
ま
し
た
。

　

セ
ラ
イ
ナ
市
と
は
、
十
一
年
前

か
ら
旧
南
淡
町
が
姉
妹
都
市
提
携

を
結
ん
で
い
ま
し
た
が
、
合
併
後

も
市
が
継
続
し
て
、
お
互
い
に
学

生
ら
の
使
節
団
を
交
互
に
派
遣
し

合
っ
て
い
ま
す
。

  

滞
在
中
団
員
は
、
地
域
の
一
般

家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が

ら
、
市
内
各
地
で
茶
道
や
習
字
、

和
太
鼓
な
ど
の
日
本
文
化
を
体

験
。
郷
土
芸
能
の
淡
路
人
形
浄
瑠

璃
の
鑑
賞
、
渦
潮
の
見
学
も
し
ま

し
た
。
ま
た
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や

海
水
浴
な
ど
で
は
、
地
元
学
生
と

交
流
を
深
め
、
学
生
ら
は
「
す
ば

ら
し
い
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
」

と
、
感
謝
の
気
持
ち
を
話
し
て
い

ま
し
た
。島

民
フ
ォ
ー
ラ
ム

▲地元の子どもの手ほどきで茶道を体験する団員

　

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た

が
、
既
に
四
号
・
五
号
台
風
の
上

陸
が
続
き
、
市
民
の
皆
様
に
は
そ

の
都
度
ご
心
配
さ
れ
た
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
台
風
四
号
の
折
に
は
、

市
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
消

防
団
員
、
自
主
防
災
組
織
、
自
治

会
の
方
々
の
深
夜
に
及
ぶ
見
回
り

や
待
機
、
避
難
所
に
お
け
る
対
応

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
市
役
所

に
お
い
て
も
庁
舎
全
職
員
出
動
の

三
号
配
備
で
対
応
し
ま
し
た
。
今

後
に
お
い
て
も
災
害
対
策
に
万
全

を
期
す
よ
う
努
力
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
て
、
先
般
「
子
ど
も
議
会
」

が
開
催
さ
れ
、
そ
の
質
問
内
容
は

本
質
を
つ
い
た
も
の
ば
か
り
で
し

た
。「
市
長
や
議
会
議
員
は
ど
の

よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
」

「
な
ぜ
合
併
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
か
。
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
は
い
つ

ご
ろ
出
て
く
る
の
か
」「
川
、
山
、

海
、
道
路
な
ど
自
然
豊
か
な
南
あ

わ
じ
市
に
ゴ
ミ
が
目
立
つ
。
住
民

一
人
ひ
と
り
の
問
題
か
も
し
れ

な
い
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
か
」「
南
あ
わ
じ

市
は
、
自
然
、
農
業
、
漁
業
、
文

化
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
材
料
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
つ
も
り
か
」「
市
と
し
て
地
球

温
暖
化
対
策
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
」
な
ど
、
市
と

し
て
も
特
に
大
き
な
課
題
と
し
て

懸
命
に
取
り
組
み
、
対
応
し
よ
う

と
し
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

市
の
四
役
、
各
部
長
が
丁
寧
に

お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
の
真
剣
で
、
ふ

る
さ
と
を
思
う
純
粋
な
心
に
感
動

し
、
心
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
社
会
の
中
で
、将
来
、

地
域
を
支
え
、
社
会
を
構
成
す
る

子
ど
も
た
ち
や
全
市
民
の
た
め

に
、
も
っ
と
も
っ
と
自
ら
も
公
僕

と
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
の

役
割
の
中
で
、
連
携
し
て
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
、
声
か
け
や
目
配

り
な
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

年
金
記
録
の
管
理
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

に
、「
年
金
時
効
特
例
法
」
が
制
定
さ
れ
、
七
月
六
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
る
年
金
の
増
額
分
は
、

時
効
に
よ
り
消
滅
し
た
分
を
含
め
て
、
ご
本
人
ま
た
は
、
ご
遺
族
の
方

へ
全
額
を
お
支
払
い
さ
れ
ま
す
。

「
年
金
時
効
特
例
法
」
が
施
行

　

こ
れ
ま
で
、
年
金
記
録
が
訂
正

さ
れ
た
結
果
、
年
金
が
増
額
し
た

場
合
で
も
、
時
効
消
滅
に
よ
り
直

近
の
五
年
間
分
に
限
っ
て
お
支
払

い
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
に

よ
り
、
全
期
間
さ
か
の
ぼ
っ
て
支

払
わ
れ
ま
す
。

▽
対
象
者　

す
で
に
年
金
記
録
が

訂
正
さ
れ
て
い
る
方
で
、
訂
正

に
よ
り
年
金
額
が
増
え
た
方
、

ま
た
は
受
給
資
格
が
確
認
さ

れ
、
新
た
に
年
金
を
お
支
払
い

す
る
こ
と
と
な
っ
た
方

　
　
　
　
　

←

　

消
滅
分
が
全
期
間
さ
か
の
ぼ
っ

て
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

上
記
に
該
当
す
る
方
が
、
亡
く

な
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の

ご
遺
族
の
方
に
未
支
給
年
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

問
明
石
社
会
保
険
事
務
所
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▽
日
時　

10
月
５
日
（
金
）
午
前

11
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

　

※
必
ず
ご
予
約
く
だ
さ
い

▽
申
込
み
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